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福
岡
・
大
宰
府
跡

所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
大
字
観
世
音
寺
字
不
丁

。
字
月
山

調
査
期
間
　
　
不
丁
官
衡
地
区
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
二

月
を
三
月
、
月

山
東
官
衡
地
区
　
一
九
八
六
年
三
月
ｉ
五
月

発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

調
査
担
当
者
　
石
松
好
雄

遺
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
不
丁
官
衛
地
区

（第
九
八
次
調
査
）

近
年
の
発
掘
調
査
の
結
果
、

政
庁
跡

（都
府
楼
跡
）
の
前
面
地

区
で
は
、
正
面
の
広
場
的
な
空

間
地
を
は
さ
ん
で
、
東
側
に
日

吉
官
衛
地
区
、
西
側
に
不
丁
官

衝
地
区
が
配
さ
れ
、
そ
こ
は
い

斬
　
わ
ば
政
庁
の張
り
出
し
部
で
あ

欲
　
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

張
り
出
し
部
の
範
囲
は
東
西
が

約
二
八
四
ｍ
、
南
北
が

一
九
六
ｍ
以
上
と
み
ら
れ
て
い
る
。

不
丁
官
衝
地
区
で
は
、
太
宰
府
市
に
よ
る
観
世
音
寺
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
と
も
な
い
、
昭
和
五
七
年
度
の
第
八
三
次
調
査
以
来
の
べ
六
次
に
わ
た
り
、

約
五
六
〇
〇
ド
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
八
世
紀
代
の

掘
立
柱
建
物
二
七
棟
な
ど
の
遺
構
と
と
も
に
、
調
査
区
の
東
端
部
で
南
北
溝
Ｓ

Ｄ
二
三
四
〇
を
検
出
し
た
。
こ
の
活
は
政
庁
中
軸
線
か
ら
西
へ
約
七
二
ｍ
の
地

点
に
位
置
し
、
こ
の
地
区
の
東
限
を
な
す
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
な

ど
か
ら
み
て
、
八
世
紀
前
半
代
に
開
攀
さ
れ
、
八
世
紀
中
葉
の
天
平
末
年
ご
ろ

に
埋
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。
第
九
〇
次
調
査
ま
で
に
こ
の
溝
か
ら
合
計

一
六
〇

点
の
木
簡
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

『木
筒
研
究
』
第
六
号
お
よ
び
第
八
号
で
報
告
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

今
回
は
、
住
宅
建
設
に
と
も
な
っ
て
、
南
北
を
第
八
四

・
八
五
調
査
区
で
は

さ
ま
れ
た
約
八
五
〇
ド
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
掘
立
柱
建

物
六
棟
、
柵

一
条
、
井
戸

一
基
、
溝
二
条
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
が
、
溝
の

一
条
が
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
を
約
二
二
ｍ
に
わ
た
り
検
出

し
た
が
、
そ
の
封
模
は
幅
が
六
ｍ
前
後
、
深
さ
が

一
ｍ
前
後
で
、
既
検
出
部
と

は
ば
同
じ
で
あ

っ
た
。　
〓

一点
の
木
簡
は
す
べ
て
こ
の
溝
中
か
ら
出
上
し
た
。

木
簡
以
外
の
出
土
遺
物
は
、
各
種
の
上
器
や
瓦
な
ど

一
般
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
土
器
の
な
か
に
は
漆
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
墨
書
土
器

に
は

「
人
足
人
足
」
「
□
司
」
「
酒
」
な
ど
数
点
が
あ
る
。

「
□
司
」
は
須
恵
器

の
蓋
の
外
面
に
墨
書
さ
れ
、
第

一
字
は

「
匠
」
字
の
よ
う
で
も
あ
り
、
そ
の
場



1986年出上の木簡

合
は
政
庁
内
の
匠
司
の
存
在
と
も
符
合
す
る
が
、
字
画
的
に
兵
間
が
残
る
。
た

だ
、
こ
れ
も
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
八
七
次
調
査
の

際
に
こ
の
溝
か
ら
出
上
し
た
墨
書
土
器
の

「政
所
」
と
と
も
に
、
政
庁
内
の
所

司
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
し
、
さ
ら
に
は
天
平
年
間
に
お
け
る
所

司
の
成
立

・
存
在
を
傍
証
す
る
も
の
と
い
え
る
。

一
一　
月
山
東
官
衝
地
区

（第
九
九
次
調
査
）

政
庁
跡
の
東
側
に
月
山
と
い
う
小
丘
が
あ
り
、
今
回
の
調
査
地
は
そ
の
東
南

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
で
は
す
で
に
昭
和
四
八
年
度
の
第
三

一
次
調
査

な
ど
四
次
に
わ
た
る
調
査
を
行
い
、東
西
約

一
一
二
ｍ
、南
北
七

一
ｍ
の
柵
で
囲

ま
れ
た
内
部
か
ら
掘
立
柱
建
物

一
〇
棟
を
検
出
し
、
月
山
東
官
衝
地
区
と
称
し

て
い
た
。
今
回
の
調
査
で
は
東
西
柵
Ｓ
Ａ
五
六
〇
の
東
端
部
や
掘
立
柱
建
物
六

棟
な
ど
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
八
世
紀
前
半
か
ら

一
一
世
紀
に
か

け
て
の
も
の
で
、
大
き
く
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
こ
の
地
区
の
東
端
に

位
置
す
る
三
×
三
間
以
上
の
南
北
棟
総
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
二
九
二
〇
の
棟
通
り
の
柱

列
の
南
か
ら
二
番
目
の
柱
穴
か
ら

一
点
が
出
上
し
た
。
こ
れ
以
外
の
出
土
遺
物

は
ご
く

一
般
的
な
各
種
の
土
器
が
中
心
で
、
特
記
す
べ
き
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　

不
丁
官
行
地
区

今
回
は
一
二
点
の
木
簡
を
検
出
し
、
以
前
に

出
土
し
た
分
と
合
せ
て
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
か
ら
は

最
終
的
に
一
七
二
点
を
検
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
二
点
を
形
態
的
に
分
類
す
る
と
、
〇

一
一
型
式
、
〇
三
二
型
式
、
〇
三
九
型

式
が
各

一
点
、
〇
八

一
型
式
が
九
点
と
な
る
。
ω
と
⑦
を
除
け
ば
、
全
体
的
に

墨
の
残
存
状
況
が
悪
い
。

赤
外
線
テ
レ
ビ
を
用
い
て
観
察
し
て
も
、

部

分

的

に
で
も
釈
読
で
き
た
も
の
は
五
点
に
す
ぎ
ず
、
他
の
五
点
は
形
状
的
に
も
損
傷

が
著
し
い
断
片
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
な
墨
痕
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ

っ

た
。①
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ω
は
投
棄
後
に
受
け
た
と
み
ら
れ
る
若
千
の
損
傷
を
除
け
ば
、
完
形
品
と
み

な
し
う
る
。
頂
部
両
端
を
円
く
整
形
し
、
若
千
裾
窄
み
に
作
ら
れ
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
、　
一
見
し
た
と
こ
ろ
笏
を
想
起
さ
せ
る
が
、
長
さ
な
ど
に
疑
間
が
残

る
。

「朝
」
字
の
下
端
部
以
下
の
面
が
二
次
的
に
削
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
い

か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

そ
こ
に
は

「
臣
」
宇

以
下

の

二
、　
三
字
が
存
し
ぃ　
そ
れ
は
田
中
朝
臣
の
名
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
位

階
表
記
に
お
け
る

「位
」
字
の
省
略
は
し
ば
し
ば
例
が
み
ら
れ
る
が
、
国
名
の

「
肥
」
に
つ
い
て
は
解
し
が
た
い
。
ま
た

「
大
監
」
以
下
を
小
書
し
、
あ
く
ま

で
も
印
象
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
と
上
半
部
と
で
は
異
筆
の
よ
う
で
も
あ
り
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
潤
題
の
ほ
か
、
こ
の
文
を
い
か
に
読
み
下
し
、
い
か

に
解
す
る
か
と
い
う
点
も
問
題
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

「筑
前

・
筑

後

・
肥
な
ど
の
国
に
班
給
す
る
た
め
基
難
抜
の
稲
穀
を

（遣
わ
し
）、
大
監
正
六

（位
）
上
田
中
朝

（臣
某
）
に
随
わ
し
む
」
と
読
み
下
し
う
る
と
考
え
て
い
る
。

班
給
の
目
的
、
基
卑
城
の
稲
穀
の
性
格
と
班
給
と
の
関
係
、
日
中
朝
臣
の
人
物

比
定
、
大
監
と
し
て
の
彼
の
任
務
な
ど
、
釈
読
が
容
易
な
反
面
、
多
く
の
問
題

点
を
含
ん
で
い
る
。

②
ｉ
④
は
何
ら
か
の
数
量
を
示
し
、
そ
の
原
形
は
付
札
的
な
も
の
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
釈
読
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
品
名
を
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
①
の
第
二
字
は

「
国
」
字
の
よ
う
に
も
み
え
る

が
、
そ
の
場
合
は
品
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
報
告
し
た

も
の
と
あ
わ
せ
て
、
大
宰
府
に
お
け
る
木
筒
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
の
重
要

な
素
材

（資
料
）
の
一
つ
と
な
る
。

③
は
ほ
ば
全
面
に
わ
た
っ
て
墨
痕
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ

る
。
こ
れ
以
上
の
釈
読
は
不
能
で
あ
る
が
、
釈
読
で
き
た
文
字
が
数
字
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
的
に
は
物
品
に
関
係
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

０
は
横
材
に
用
い
て
い
る
。
記
さ
れ
た
文
字
の
大
部
分
は
数
字
で
あ
る
が
、　
一

行
日
の

「尺
」、　
三
行
目
の

「
人
」
と
い
う
よ
う
に
、

単
位
が
異
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
の
性
格
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
①
は
一
種
の
歴
名
で
あ



〔下
力
〕

ろ
う
。

「□
神

マ
」
は
第
八
七
次
調
査
出
土
木
簡
に
も
み
え
る

（『木
簡
研
究
』

第
八
号
、
大
宰
府
跡
・
不
丁
地
区
０
）。
両
者
の
関
連
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う

が
、
と
も
に
上
半
部
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、

「
下
」
字
の
解
釈
が
容

易
で
な
い
。

以
上
、
第
九
八
次
調
査
出
土
木
簡
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
た
。
個
々
の
内

容
は
と
も
か
く
、
基
本
的
な
性
格
は
前
号
な
ど
で
報
告
し
た
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
出

土
木
衝
と
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
総
括
は
省
略
す
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
こ
の
溝
か
ら
は
一
七
二
点
が
出
上
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
年
紀
を
も
つ
な

ど
個
々
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
宰
府
史
跡
で
は
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
が

ま
と
ま
っ
て
出
上
し
た
例
は
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
単
に
新
史
料
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
大
宰
府
研
究
に
も
資
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
一　
月
山
東
官
衛
地
区

①
　
　
×
□
六
□
半
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

大
も

話

ｏ盟

腐
蝕
が
著
し
く
、
削
屑
に
近
い
断
片
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
な
ど
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
何
ら
か
の
数
量
を
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
本
来
は
付
札

的
な
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
当
地
区
か
ら
出
上
し
た
最
初
の

木
簡
で
あ
り
、
ま
た
柱
穴
か
ら
出
上
し
た
点
で
も
初
め
て
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『大
学
府
史
跡
―
昭
和
六

一
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
八
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（倉
住
靖
彦
）

―
長
岡
京
出
土
墨
書
土
器
の
概
要
と
考
察
―

『向
日
市
文
化
資
料
館
研
究
紀
要
』
　
創
刊
号

「東
上
川
西
遺
跡
の
外
生
土
器

＝
乙
訓
地
域
に
お
け
る
第
５
様
式
を
庄
内
式
土
器
の
変
遷
―
」

国
下
多
美
樹

「長
岡
京
の
墨
書
土
器
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
み
き

Ｂ
５
版
　
５‐
頁
　
一
九
八
七
年
増
刷
　
　
　
一

1986年出上の木簡

送 頒

『向
日
市
文
化
資
料
館
研
究
紀
要
』
　

第
二
号

「
墨
書
土
器
の
楼
能
に
つ
い
て
」

・　
　
　
―
都
城

（長
岡
京
）
の
墨
書
土
器
を
中
心
に
―

「
長
岡
京
廃
都
以
後
の
土
地
利
用
い
」

Ｂ
５
版
　
４８
頁
　
一
九
八
七
年
発
行

∧
申
込
先
∨

向
日
市
文
化
資
料
館

〒
６‐７
　
京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
南
垣
内
４０
～
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―
一
一
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清
水
　
み
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